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ちとせ未来ビジョンってなに?
　かつて、複数の’’商店街’’やエスプラザビルにあ
った’’ちとせデパート’’などが栄えた中心部は、多
くの人が行き交う「まちの顔」と言われていました
が、現在は、人口の増加やライフスタイルの多様化
に伴い、郊外に住宅が増えたことで、この場所に訪
れる人は年々少なくなり、日常的な活気は見えにく
くなりました。
　でも、この中心部には個性を持った人たちが日々
活動し、もっと魅力的な使い方ができる可能性を秘
めた様々な空間資源があり、新千歳空港からの良好
なアクセスにより発展したホテルや飲食などの商圏
があります。
　ちとせ未来ビジョンでは、「まちの顔」について
もう一度しっかりと見つめなおし、時代の変化を捉
えて、私たちがこれから目指したい将来像を描きま
した。

ちとせ未来ビジョンの
策定で見えること
①みんなで目指す将来像が見える

②みんなで取り組む方向性が見える



地権者

起業家

行政

企業
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ゆるやかな
連携
　企業、地権者、団体、起業家、行政、住
民、学生、それぞれの個性が集まり、みん
ながフラットな関係で連携していけば、そ
れは大きな力になります。
　みんなで未来ビジョンに向かって、もっと

ワクワクするエリアにしていきませんか？

ちとせ未来ビジョンを
使う皆さん

団体



　平均年齢 44.3 歳と、北海道で一番若く、

人口が伸びているまちです。
　人口は 97,950 人で、増加率は道内市

部で第1位です。※令和2年国勢調査

ちとせって
どんなまち？

＼あらためて／

　北海道の空の玄関口である新千歳空港

は、令和元年の年間乗降客数(コロナ前)が
約 2,460 万人で6年連続過去最高を更新し

ています。
　まちの中心部から空港まで車で約 10分

と市民も観光客もとっても
便利です。

　陸上自衛隊東千歳駐屯地、
北千歳駐屯地、航空自衛隊千歳基地、
3つの自衛隊がまちにあります。
　通勤などで、迷彩服の隊員が
まちなかを歩いている...
なんてことも日常風景。

　支笏湖を源とする千歳川は、ナイベツ川湧水
と合わさり、まちなかを流れています。現在も
良好な環境に恵まれ、千歳川は清澄で豊かな水
をたたえ続けています。
　支笏湖の水質は 2018 年度まで 11 年連続で日
本一。ナイベツ川湧水は昭和 60 年に環境庁(現環
境省)から名水百選に認定。

　11 の工業団地には、270 社を超える企業が

立地し、自動車、半導体、物流、研究施設な

ど、多岐にわたる生産・流通拠点を形成して

います。食品・飲料メーカーの工場も多く立

地し、「おいしさ千歳産」として、スイーツ

などさまざまな製品が生産されています。

　農業産出額は石狩管内一を誇っており、小

麦や小豆・大豆、てん菜などが大規模に生産

されているほか、ブロッコリー、キャべツ、

かぼちゃ、大根などの様々 な野菜も栽培され

ています。また、鶏卵産出額については道内

一位となるなど、酪農・養豚・養鶏等の畜産

業も盛んに行われています。

　グリーンベルトや千歳川

などの資源のほか、ホテル

や飲食などの一定の商圏も

あります。



客観的なデータ
20~24 歳の人口が大幅に増えている

(H12:376人→R2:613人 ...237人増)

▶大学生や空港勤務者など、若い単身世帯が
　エリアにたくさん住んでいますが、大学や空港は郊外に
　あります。
つまり昼間はここに若者がいない!?

コロナ前は、市街地地区に年間約200,000人宿泊していた

ホテルや飲食店などが

点在するが、

中・高層マンションの

分譲や賃貸マンション

戸建て住宅が比較的多い

飲食店や商業施設が多い地域であるが

近年は中層の賃貸マンションや

駐車場が増えている

駅前の幹線であり、沿道は銀行やホテル、商業施設などが立地

エリアに関わる人(ちとせエリアプラットフォーム)からの声
・人が自然と集まってくるようなシンボル的な拠点場所がない

・空き家、空き店舗が目立ち、景観が寂しい

・普段歩いている人が少なく、エリアを歩いて楽しむことも難しい

・現在のグリーンベルトや千歳川は、魅力を活かしきれておらず

　もったいない空間になっている

・通りやエリアに一体感がなく、コンセプトも見えない etc...

まちの顔エリアを見つめよう①



実証実験から見えたもの
①秋のアウトドアイベント

▶グリーンベルトで初めてとなる焚き火を使ったイベントを企画してみた
・焚き火を使った有料体験で、大きな収益を上げることができた

・テントや椅子などキャンプ用品で空間演出することにより、居心地アップにつながった

・61.6%の方がグリーンベルトを日頃利用していないことがわかった

②冬のお試しプロジェクト

▶3つの同時期のイベントを連携して情報発信してみた
・SNS では共通のハッシュタグを付けて相互に協力して発信すると、情報発信力が向上した

③空と川の OUTDOOR*FESTIVAL

▶市内最大の集客力を誇る航空祭とコラボしたイベントを企画してみた
・同時期の別々のイベントでも「開催日」や「テーマ」などを合わせて連携して開催することで

　大きな収益を上げることができた

・道路や歩道を上手く活用すると、滞在時間の延長や居心地良い空間づくりにつながることがわかった

・イベント周辺のお店まで回遊を促すには、新たな仕掛けやイベントの継続が必要であることがわかった

④CHITOSE RIVER SAUNA

▶千歳川を水風呂にしたサウナ体験を企画してみた
・エリアプラットフォームから派生したアクションチームの組成で能動的に企画・実施できた

・千歳川のサウナ体験は、「日常的な賑わい」、「滞在時間の延長」、「魅力アップ」につながることがわかった

これらのことに
向き合い

私たちが目指すべき
将来像とは?

まちの顔エリアを見つめよう②

◎上記から浮かび上がったエリアの課題

・まちの顔としての「魅力の向上」「日常的な賑わい」の創出
・エリアにあるグリーンベルトや千歳川などの「まちの資源」の有効活用
・エリアに関わる人たちが一致団結して取組む機運の醸成(「心がけ」や「仕組み」の整理)
・主体的にまちづくりに取り組む「人材の獲得」



たくさんのヒト・モノ・コトが集まり、
楽しく過ごせるまちのリビング

わたしたちが

目指す

エリアの将来像
人づくり

誰でもまちづくりに参画し
絆を育んでいくエリア

空間資源の活用

グリーンベルトや千歳川などの
資源を活用して

楽しみと出会えるエリア

日常的な賑わい

交流とコミュニケーションの
拠点となり

経済の活性化につなげるエリア

ウォーカブルな
まちなか

歩いて楽しい
回遊したくなるエリア

効果的な情報発信

情報を通じて多様な人と
まちがつながるエリア

＼エリアの具体的なイメージ／

この将来像を
実現するため
わたしたちに
何ができる？



人材の発掘、確保、育成とその
仕組みづくり

短 期

テーマや対象、場の特長を活かした、

日常使いを高めるコンテンツの充実

観光客や若い世代の交流の場づくり

短 期

短 期

短 期

短 期

短 期

中 期

長 期

誰でも

まちづくりに参画し

絆を育んでいくエリア

人づくり

　シビックプライド(まちに対する誇りや愛着に留まらず、自らま

ちを良くしていこうとする自負心)を持ち、率先してまちのために

活動していく’’人たち’’は、まちづくりの大きな資源となります。
　シビックプライドを持った人を一人でも多く増やしていくため

には、「互酬性」や「信頼性」を大切にしたコミュニケーション

により「絆」を育むことが重要で、このような絆を育みながら、

連携し持続的なまちづくりが行われるエリアを目指します。

(例)ロゴの作成やキャンペーンの実施

シビックプライドの醸成

(例)エリアマネジメント組織の設立

グリーンベルトや

千歳川の資源を活用して

楽しみと出会えるエリア

空間資源の活用

　エリアには、グリーンベルトや千歳川、道路などの「公共空
間」、空き地や空き店舗などの「民間不動産」など、様々な空間
資源があります。
　これらの空間資源を柔軟に活用し、地域と時代のニーズに対応
したコンテンツを創出することで、市民や来訪者の滞在や滞留を
促し、様々な「楽しみ」を呼び起こすエリアを目指します。

(例)グリーンベルトや千歳川における
　   ピクニック・デイキャンプの推奨

連携した催し、取組の推進

(例)既存イベントとのコラボ開催

交流と

コミュニケーションの

拠点となり

経済の活性化に

つなげるエリア
日常的な賑わい

　経済の活性化なくしてエリアの活性化は実現できません。このエリ
アには日常的な集客力やエリアの価値を高めるような機能が不足して
いるため、このままでは有効な民間投資の可能性が少なく、エリアの
活性化は期待できません。
　エリアに「新しい価値」や「魅力とにぎわい」を創出するような
「人の活動が見える拠点」をつくることで民間投資が誘発され、エリ
アの価値が高まり、さらなる民間投資につながる、そのような循環を
つくることで、日常的なにぎわいがある経済の中心となるエリアを目
指します。

(例)まちなか居住の推進、オフィスの誘致など
多機能化

(例)エリア内での滞留拠点の整備

      ...検討や実証実験などを始め、3年以内に取り組んでいくもの

      ...検討や実証実験などを始め、6年以内に取り組んでいくもの

      ...検討や実証実験などを始め、10 年以内に取り組んでいくもの
未来ビジョンの実現に向けた取組

遊休不動産の活用

(例)交流スペースの整備

居心地の良い空間、日常的な活動

の場づくり

(例)空き地の活用や空き店舗のリノベーション

短 期

中 期

長 期



この取組を
進めるために
必要なことは？

中 期

中 期

短 期

歩行者ネットワークの充実 

歩いて楽しい

回遊したくなるエリア
ウォーカブル
（歩行者中心）
なまちなか

　都市空間を、従来の“車中心”から“人中心”のウォーカブルな

空間に転換していくことは、人々が安全・快適に滞在できる空

間を確保するのみならず、近隣商業の売上げ上昇、地価の上昇

といった都市経営面の効果、さらには子どもが安心して遊び過

ごすことができる場の創出、災害時の一時避難所や避難経路の

確保など、多面的な効果を生み出します。
　このように、快適な歩行空間の創出は、様々な面でエリアの活

性化につながることが期待できることから、車でアクセスしやす

い環境にも配慮しながら、ウォーカブルなエリアを目指します。

(例)1階部分のガラス張り化

デザイン性高く
統一感のある景観づくり

(例)歩行者空間の拡大

情報を通じて多様な人と

まちがつながるエリア

効果的な情報発信

　エリアの魅力を高め、持続可能なまちづくりを進めるために

は、メディアの特性や情報訴求の流れを理解し、的確なプロモー

ションを行うなど、戦略的かつ効果的な情報発信が不可欠です。
　また、このようなプロモーションを行いながら、エリアと長く

深くつながり、エリアの魅力を代弁して周囲に広めてくれるファ

ンを増やしていくことも重要なことです。
　伝えたい情報に応じてターゲットを明確にし、多様なメディア

や媒体を活用しながら、閲覧数や拡散性を高め、質の高い情報を

継続的に発信することで、多様な人とまちがつながるエリアを目

指します。

(例)媒体、対象、連携を意識した周知

情報発信の工夫



ちとせエリア
プラットフォーム

構築
未来ビジョン策定

もっと
活動・資金・発信

レベル

1

レベル

3

取組を進めるための’’心がけ’’
①継続中の取組は、’’連携’’しよう

　エリア内の活動は、バラバラに取り組むのではなく、「開催日」「テーマ」「ロゴ」「ターゲ


ット」などを共通させることで、一体感や相乗効果が期待できます。

　また、周知についても、共通のハッシュタグなどを使いみんなで発信することで、情報発信力


が高まります。

②エリアの資源を活用して、新しい’’使い方’’をしてみよう

　エリアの中には、グリーンベルトや千歳川などの貴重な資源があります。

　これらの資源を有効に活用するために、新しい視点や発想を取り入れて、新たな使い方をす

ることにより、稼げる空間や楽しい空間を創ることができエリアの魅力が高まります。

③居心地よく過ごせる空間を‘’デザイン’’しよう

　誰でも気軽にゆっくり過ごせる居心地の良い場所があると、自然に交流とコミュニケーション


の場が生まれます。

　椅子やテーブル、テントやタープなどを使うことで、景観に合った居心地の良い空間づくりに


繋がります。

④市が推し進めている大きな取組と‘’リンク’’させよう

　例えば市では脱炭素社会の実現に向けて、2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする　
「千歳市ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを宣言しました。
　市の方針に沿って各種取組を進めることで一体的なまちづくりが進みます。

取組を進めるための’’仕組み’’
①エリアプラットフォームから派生する実行部隊「アクションチーム」をつくる。

②アクションチームは、活動内容を考え、資金を集め、市内外の人に情報発信を行う。

③情報発信を通じて、チームに加わりたいメンバーも募り、チームを強化していく。

④チームの強化により、活動内容・資金集め・情報発信も強化していく。

⑤以上のプラスのサイクルを通じて、質・量のレベルアップを目指す。

⑥将来的には、民間によるエリアマネジメント団体(まちづくり会社など)の設立を目指す。

■ちとせエリアプラットフォームメンバー(令和５年２月現在)
・千歳商工会議所
・一般社団法人 千歳青年会議所
・千歳市商店街振興組合連合会
・公立千歳科学技術大学 地域連携センター
・公立千歳科学技術大学 学生
・一般社団法人 千歳観光連盟
・えき まち空間ワークショップ
・おしごと部ちとせ

アクションチーム組成
活動・資金・発信

アクションチーム拡大

アクションチーム熟成
もっともっと
活動・資金・発信

アクションチームの
エリアマネジメント

組織化

レベル

2

まちづくり
会社等設立

仲間を増やしていく

個性豊かに
仲間の質も高めていく

会社

・千歳高等学校 3 年 3 組国際教養科
・北海道エアポート株式会社
・まちライブラリー@ちとせ
・チトセコ・CLEANGO
・イロイロリビング
・千歳音楽協会
・千歳ソラのまちづくり委員会
・千歳市


